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２学期始業式で私から阿賀っ子に次のようなお話をしました。 

 

４３日間の夏休みも終わってみればあっという間でしたね。みなさん元気でしたか？５年生さんは，台

風の影響でリンクアップコンサートが中止になって残念でしたね。 

この夏休みは，パリオリンピック・パラリンピックがあって，世界の熱い闘いに声を枯らして応援した

のではないですか。その中で，みなさんはどんなことを思いましたか？ 

１学期の終業式のとき，私が皆さんに「ええたま いっちょう！」の絵本を読んで，目標や夢をもつと，

不思議と精一杯生きようとする気が湧いてきます。やる気が湧いてきますというお話をしました。オリン

ピック選手は，オリンピックに出るという目標・夢をもち，もったからこそ，精一杯頑張ろうという気持

ちが湧いて，厳しい練習にも取り組み，辛抱を重ね，あの場に立つことができたのでしょう。それだけで

もすごいことです。しかし，メダルが取れなくて大泣きする選手もいました。目標や夢は１人１人みんな

ちがうので，叶ったと思えるかどうかは本人次第ですね。しかし，血のにじむような努力をしてもメダル

を取れなかった選手，オリンピック代表を逃した選手が・・・。選手に限りません。頑張っても頑張っても

自分の目標や夢が叶えられなかった人が結果を残せた人よりも劣っているかと言えば必ずしもそうではな

いでしょう。大切なのは，その悔しさをバネにかえられるかどうか。そのバネをエネルギーに変えて，い

ただいた命を最後まで精一杯生き抜けるかどうか。それが一番大事なのだと私は思います。 

２学期も頑張ってほしいみなさんを応援するために今日も絵本（浜田桂子作『「はい」「いいえ」ほうこ

く』）を読みます。いただいた命を精一杯生きるためには，悔しさをバネにかえる一方で，相手を思いやる

ことも絶対に欠かせません。そのことをこの絵本を聞きながら改めて振り返ってみてください。 
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